
皆さんの「声」を聞かせてください！

　今回は、中山中学校に通うお子さんをお持ちの保護者の皆
さんにインタビューを行いました。暮らしの中で、町内だけ
では完結しない部分を「少しの不便」として受け入れながら、
自ら積極的に町外に選択肢を増やす等、子どものためにより
良い環境を整えようとする保護者の皆さんの奮闘ぶりが感じ
られました。

中山中学校保護者の皆さんの話

中山町公共施設再配置検討のための町民インタビューのレポートをお届けします！ vol.
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自分たちが
中高生の頃は、
町の中に

居場所があった

今の子どもたちが
居場所を町の外に求めたい
気持ちは分かる

待ち合わせは
いつも
国道沿いの
スーパーだった

スーパーだけでなく、
本屋や

ゲームコーナーが
あった

町内の
中高生たちの
たまり場だった

自分たちにとっても、今の町に魅力を感じづらい

買い物は
基本的に

町の外でしている

足を運んでみようと
思える場所が
ない

何をやっているのか
情報が

伝わってこない

自分も子どもたちも、いろんな用事を町の外で済ませている
そうするしか
選択肢がない ...

まだ頑張れるけれど、年を重ねた後も町外のサービスを利用し続けられるのか不安 ...

空き家が
増えていくばかり

空き家への対策も
十分に行われて
いないように見える

地区のお祭りは
コロナの影響で
途絶えたまま

中学校の部活動の
地域移行、
進捗が心配

子どもには
限られた環境の中でも

のびのびと
学んでほしい

地域の人材を
もっと活用してみては！？

子どもたちは、勉強するために隣町のショッ
ピングセンターまでバスで行くこともある。
移動するだけで疲れるだろうから、近くで
勉強できたらいいのに、と思うけど ...

高校受験に備えて、子どもの塾へ
の送り迎えが始まった。家族内で
協力しながら、なんとか、期間限
定だと思って頑張っている。

周りを見ていると、親の
介護が始まったら、この
街では大変だろうな、と
想像してしまう。

学校教育の現場に
地域住民が
活躍できる場を
広げてほしい

顔の見える関係のある町
だからこそ、

うまくマッチングできるはず

地域の人材活用が
町の課題解決の取り組みにもつながるはず！

施設運営にも
地域人材を活用できると

いいかも！

暮らしの中の不安は他にも ...

もっと魅力の
アピールを！



〈2025年 4月発行〉

　これまでのインタビューで、中高生たちから
よく聞かれたのは、同世代で集まって自由に過
ごすことが出来るような「居場所がない」とい
う話でした。しかし、こうした世代よりも少し
上の中学生の保護者世代の皆さんからは「自分
たちが若い頃は、居場所があった」という話が
聞かれました。国道沿いに建つスーパーの中に
は、当時ゲームセンターや本屋があり、中高生

の頃は友人たちとよく遊びに行っていたという
ことでした。今はスーパーがメインとなったそ
の場所は、かつてと同じように中高生の居場所
にはなっていないようで、「町外にそういう場所
を求める気持ちも分かる」という共感も垣間見
えました。かつて自分たちがお世話になったよ
うな居場所が現在の町にはないことを、改めて
実感したようでした。

自分たちには居場所があった

【主催】中山町総務広報課防災安全対策室（中山町大字長崎 120 番地／電話：023-662-4899）
【制作】東北芸術工科大学デザイン工学部企画構想学科　田澤ゼミ

　中学生になると、受験を意識して放課後に塾に
通う子どもも増えてきます。その塾の選択肢を町
外に求めた場合、子ども自身が電車で通ったり、
保護者が送迎を行ったりと、それなりの負担があ
ることが分かりました。町外への通塾は「ものす
ごい不便というわけではなく、妥協できる範囲」「送
迎は大変ではあるけれど、季節ものだと思えば頑
張れる」という意見もありましたが、それでも、

それぞれの世帯が相当の努力をしながら子どもの学習
環境を維持している現状が中山町にはあるようです。
　他にも、普段の買い物や休日のお出かけ、通院
や親の介護等、暮らしのさまざまな場面において
町外に頼る実態があり、それはまだまだ動ける保
護者世代が選択肢を自らの力で増やしている結果
であり、一方で現状の改善に期待したい側面もあ
るようでした。

「選択肢を増やす努力」が町民側に求められている

　令和 5 年度から始まった「部活動の地域連携・
地域移行」は、中山町においては取り組みが本
格的に実行されるのはこれからのようです。取
り組み状況にばらつきがあったり、指導者側と
生徒側のコミュニケーション不足もあり、「部活
動に本格的に取り組めないことによる子どものモチ
ベーション低下が心配」という声も聞かれました。
　教育現場における地域連携事例としてはコ

ミュニティ・スクールが先行していますが、中
山町としては「地域の人材を活用しきれていな
いのでは」という課題を抱えているそうです。
保護者の皆さんからも、子どもたちの教育につ
ながるよう「町内の人材と学校現場をうまくマッ
チングさせてほしい」という要望が上りました。
コンパクトで顔の見える関係のある町だからこそ、
改善可能な課題であると感じました。

町の人材活用を
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公共施設再配置計画については、その必要性が「第 6 次中山町総合発展計画」にて説明されて
います。以下URLまたは、右記コードよりご確認ください。
◎中山町「第6次中山町総合発展計画を策定しました」
　https://www.town.nakayama.yamagata.jp/soshiki/seisaku/machidukurisuishin/214.html

【コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）】
学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる「地域とともにある学校」への転換を図るための有効な仕組み。コミュニティ・スクー
ルでは、学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めていくことができる。学校運営協議会は、地方教育行政の組織
及び運営に関する法律（地教行法第 47条の 5）に基づいて教育委員会が学校に設置する。


